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 我々は、大口径光伝導アンテナから発生した高出力テラヘルツ波を用いた実時間イメー

ジングの研究[1-7]をおこなっており、ここでは最近の成果について報告する。 
 
 図 1 のような装置を用いて、高出力のテラヘルツ波の空間分布を大面積の電気光学結晶

を用いた電気光学サンプリング法によってそのまま観測することで、実時間でのテラヘル

ツ・イメージングが可能になる。この際、測定に用いられる電気光学結晶が持つ残留複屈

折性が画像に大きな影響を与えてしまうが、最近、残留複屈折性の分布をあらかじめ測定

して、それを用いて画像の補正を行う手法を開発した[7]。これにより、図 2 に示すように、

歪のないテラヘルツ画像が得られるようになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 左:電気光学結晶の歪を補正して得

られたテラヘルツ画像。右：補正前の画像

図 1 実時間テラヘルツイメージング装置の概略 



また、最近、産総研の板谷氏および NPF と共同で開発した、櫛型電極光伝導アンテナ・

ユニットの配列からなるテラヘルツ波発生素子（図 3）[5]を用いて、テラヘルツ波の空間

プロファイルのコヒーレント制御を行い、それを実時間イメージングによって観測するこ

とに成功した。発生素子は、7 個の独立して動作可能なアンテナ・ユニットからなっている

ので、それぞれに印加する電圧を操作することで、さまざまなプロファイルを生成するこ

とができる。図 4 に示したのは、集光したテラヘルツパルスの焦点面での電場分布であり、

全ユニットに同じ電圧を印加して得られる単純なガウス関数的な分布と、中央の電圧を反

転して得られる同心円状の分布である。この場合、中央のピークのビームサイズは、通常

の回折限界を超えた超解像の領域に入っている。図は、どちらも、0.5 THz の電場成分の振

幅の分布を示している。 
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図 4 左：全ユニットに同じ電圧を印加し

て得られたテラヘルツ波の空間プロファ

イル。右：中央ユニットの電圧を反転させ

て得られたプロファイル。 

図 3 ７個の櫛型電極光伝導

アンテナ・ユニットからなる

テラヘルツ波発生素子 
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